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研究の概要： 

変形性膝関節症（膝 OA）患者の腸脛靭帯の特徴や、その特徴に関わる要因は明らかではありません。本

研究の目的は、膝 OA 患者の腸脛靭帯の厚さと硬さの特徴を明らかにし、それらに関連する歩行時の特徴を

示すことでした。 

【方法】 

・対象：膝 OA18 名と 22 名の膝痛のない高齢者 

・方法：超音波診断装置を使用して 

    腸脛靭帯の硬さと厚さを計測しました。 

    膝 OA 患者では歩行分析を行いました。 

 

【結果】 

・腸脛靭帯は膝 OA 患者で膝痛のない高齢者より硬い 

・腸脛靭帯の厚さには両群で明らかな差がない 

・膝 OA 患者では、外部膝関節内反モーメントの立脚期中の積分値および立脚初期の外部股関節屈曲モー 

 メントが大きいほど、腸脛靭帯が硬い 

 

【結論】 

膝 OA 患者の腸脛靭帯は、負荷

が増大することで硬化している

ということが示唆されました。 
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